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NEW NEW NEW

パーキンエルマー
JASIS 2025　新製品出展

2025

9/3 WED – 9/5 FRI

幕張メッセ 
国際展示場・会議場

Spotlight Aurora
赤外顕微システム

Pyris DSC 9
示差走査熱量測定装置 

（シングルファーネス DSC）

QSight 500
トリプル四重極型 

液体クロマトグラフ質量分析計

詳細は特設ページをご覧ください

www.perkinelmer.co.jp/event/jasis/

他、多数展示します。

ブース No. 8B-201   でお待ちしております

出展社セミナー　3講演予定しております

日時 タイトル 会場

9/3 WED
14：15–14：45

【ICP-OES／ ICP-MS測定 SOS】もっとうまく使いこなす ! 
原因・現象理解で“疑問”徹底解消セッション

TKP（旧アパ）
会場 No.3

9/4 THU
12：30–13：00

次世代顕微 IR『Spotlight Aurora』シリーズの進化点を 
徹底的に解説 !

幕張メッセ会議場
103会議室

9/5 FRI
13：15–13：45

次世代 LC-MS/MS〈QSight 500〉で切り拓く ! 
PFAS分析の最前線

TKP（旧アパ）
会場 No.2

新設計の光学系・電動ステージ 
分析の精度も手軽さも次世代へ

コンパクト・高精度 
進化した熱流束 DSC 誕生

すべてのサンプルに 
高感度検出と長時間稼働を

本社　〒221-0031 神奈川県横浜市神奈川区新浦島町 1-1-32 アクアリアタワー横浜 2F　TEL.（045）522-7822　FAX.（045）522-7830

パーキンエルマー合同会社 www.perkinelmer.co.jp
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https://www.jasis.jp
https://www.jasis.jp/


LCMS-8060RX
高速液体クロマトグラフ質量分析計

SUPERSCAN™ SS-3000
走査電子顕微鏡

Brevis™ GC-2050
ガスクロマトグラフ

Nexeraシリーズ
高速液体クロマトグラフ

NEW

NEW

島津製作所が誇る技術を集約したトリプル四重極質量分析計
LCMS-TQ RX シリーズ、圧倒的な使いやすさで観察・分析のワーク
フローを革新する走査電子顕微鏡 SUPERSCAN™ SS-3000 等、
注目製品の展示に加え、有機フッ素化合物 (PFAS) の分析をテーマ
にした特別展示を行います。

毎年人気の出展社セミナー（旧称：新技術説明会）では、注目
トピックスから分析ノウハウまで、幅広いテーマで講演します。

島津イチオシ製品が多数！
注目トピックスの特別展示も！

ガスクロマトグラフガスクロマトグラフ
ガスクロマトグラフ質量分析計ガスクロマトグラフ質量分析計

高速液体クロマトグラフ高速液体クロマトグラフ
高速液体クロマトグラフ質量分析計高速液体クロマトグラフ質量分析計

ワークステーション/インフォマティクスワークステーション/インフォマティクス
フーリエ変換赤外分光光度計フーリエ変換赤外分光光度計
紫外可視分光光度計紫外可視分光光度計

原子吸光分光光度計原子吸光分光光度計
赤外ラマン顕微鏡赤外ラマン顕微鏡
蛍光X線分析装置蛍光X線分析装置
X線光電子分光分析装置X線光電子分光分析装置 ICP質量分析計ICP質量分析計

全有機体炭素計全有機体炭素計
ライフサイエンス関連機器ライフサイエンス関連機器
電子線マイクロアナライザ電子線マイクロアナライザ

走査型プローブ顕微鏡走査型プローブ顕微鏡

走査電子顕微鏡走査電子顕微鏡

熱分析装置熱分析装置
材料試験機材料試験機

高速度ビデオカメラ高速度ビデオカメラ
粉体測定装置粉体測定装置マトリックス支援レーザー脱離イオン化-

飛行時間型質量分析計
マトリックス支援レーザー脱離イオン化-
飛行時間型質量分析計 天びん天びん

カラム&クロマト消耗品カラム&クロマト消耗品
食品向けインライン-
水分率モニタ
食品向けインライン-
水分率モニタ

出展予定製品

99 3320252025 ［水］［水］［水］ ［金］［金］［金］年年 月月 日日 -9-9 55月月 日日
幕張メッセ国際展示場 10:00～17:00
島津ブース：8ホール  8B-701
幕張メッセ国際展示場 10:00～17:00
島津ブース：8ホール  8B-701
※ 展示会公式サイトにて事前入場登録をお済ませのうえご来場ください。※ 展示会公式サイトにて事前入場登録をお済ませのうえご来場ください。

https://www.an.shimadzu.co.jp/topics/jasis/jasis.htm

島津  JASIS2025

1875（明治 8）年に創業した島津製作所は、2025 年に創業 150 周年を迎えました。

創業以来「科学技術で社会に貢献する」という志のもと挑戦を続け、

その歩みは今も分析の未来を切り拓く取り組みへとつながっています。

Analytical Transformationは、最先端の分析計測機器、ロボティクス、AI、IoT技術を活用し、

LAB の属人性を解消することで、研究者の創造的な業務を支援し、

分析の生産性向上とビジネスの発展に貢献するコンセプトです。

島津製作所は、これからも人と社会と地球に向き合い、

科学技術の力を信じて世界を変える力となります。

1875（明治 8）年に創業した島津製作所は、2025 年に創業 150 周年を迎えました。

創業以来「科学技術で社会に貢献する」という志のもと挑戦を続け、

その歩みは今も分析の未来を切り拓く取り組みへとつながっています。

Analytical Transformationは、最先端の分析計測機器、ロボティクス、AI、IoT技術を活用し、

LAB の属人性を解消することで、研究者の創造的な業務を支援し、

分析の生産性向上とビジネスの発展に貢献するコンセプトです。

島津製作所は、これからも人と社会と地球に向き合い、

科学技術の力を信じて世界を変える力となります。

TransformationAnalytical

https://www.shimadzu.co.jp/150th_anniversary/

150 周年記念サイトはこちら！150 周年記念サイトはこちら！

島津  150周年島津  150周年

島津製作所は創業150周年！
特別展示もお楽しみに！
島津製作所は創業150周年！
特別展示もお楽しみに！

特別展示
ソリューション
PFAS分析

ラインナップ
分野向けGX

拡充！
ラボの自動化

特別展示

表面分析
コーナー

特別展示
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URL: https://www.stjapan.co.jp

大阪支店／
〒540-6127 大阪府大阪市中央区城見2-1-61 ツイン21MIDタワー
TEL: 06-6949-8444　FAX: 06-6449-8445

東京本社／
〒103-0014 東京都中央区日本橋蛎殻町1-14-10
TEL: 03-3666-2561　FAX: 03-3666-2658

質量分析計の性能を限界まで引き出します

Version 7.0

これまでのバージョンで築き上げられた実績をさらに進化させ、
MassWorks™ 7.0 は、取得後のデータ処理に特化した使いやす
いソフトウェアパッケージとして登場しました。本製品は、Cerno社
が特許を取得している TrueCal™ 技術を採用し、ユニット質量分
解能の一般的な質量分析計においても、高い質量精度とスペクトル
精度を実現し、CLIPS™ フォーミュラサーチ機能により元素組成
の同定を可能にします。さらに、MassWorks の sCLIPS™ および
BestScan™ sCLIPS 機能は、標準物質を使用することなく正確な
ピーク形状補正を行うことで、高いスペクトル精度を提供します。

MassWorks は、強力な TrueCal キャリブレーション技術を搭
載しており、ユニット分解能システムにおいて質量精度を最大100
倍向上させることができます。さらに、高分解能およびユニット分
解能の両方のシステムで、最大99.9%のスペクトル精度（Spectral 
Accuracy）を実現します。この高速かつ柔軟なMSアプリケーショ
ンソフトウェアパッケージは、質量精度とスペクトル精度を組み合
わせることで、あらゆる種類のMSデータ（高分解能・低分解能の両
方）に対し、Cernoの解析手法によって大幅な改善をもたらします。

CLIPS（Calibrated Line-shape Isotope Profile Search）は、
比類のない質量精度と最高のスペクトル精度を組み合わせて、四重
極 MS を最大限に活用します。

●質量精度が 0.x Da から 0.00x Da まで 100 倍向上
●  クロマトグラフィー時間スケールで 99% を超えるスペクトル精度
を実現

●  低分解能の装置でも正確な 化学式ID が可能
●  未分離 MS 信号の強力な混合分析

sCLIPS（自己較正線形同位体プロファイル検索）を使用すると、高解
像度の TOF、Orbitrap、または FT-ICR を最大限に活用できます。

●  独自の特許取得済みセルフキャリブレーションプロセス
●  数学的に正確な同位体モデリング
●  適切に設計および運用されたシステムで達成可能な 99% 以上
のスペクトル精度

●  化学式ID の質量精度を超える
●  最大 95～99% の誤った式を排除可能
●  未解決の MS 信号による強力な混合物分析

CLIPS検索により、ユニット分解能のGC及びLC/MS機器
で正確な質量式検索が可能になります。

高分解能MSのsCLIPS検索では、較正化合物を必要とせ
ず、化学式IDのスペクトル精度を大幅に向上させます。

MassWorks バージョン 7 は、処理速度が向上し、安定性も高まった 64 ビット Windows アプリケー
ションとして新たに登場しました。更新されたファイルリーダーにより、MassWorks はほとんどの主要ベ
ンダーのデータを直接読み込むことが可能になり、さらに業界標準の NetCDF 交換形式にも対応しまし
た。また、多くの新機能の一つとして、「MassLab™」アプリが追加されました。これらのカスタムアプリ
は Python または Matlab により作成でき、たとえば高分子特性評価用の新しい機能「SAMMI™」を 
MassWorks に追加することができます。SAMMI™ は、従来の四重極アルゴリズムに比べて最大 30 倍
の高精度を実現し、高分解能機器に匹敵する精度を提供します。

New for MassWorks Version 7

Booth No :  5A-101
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監修：公益社団法人日本分析化学会
［一般］  35,000円（税別）
［（公社）日本分析化学会会員］
　　　  30,000円（税別）

監修：公益社団法人日本分析化学会

（公社）日本分析化学会 DVD係

［一般］  35,000円（税別）
［（公社）日本分析化学会会員］
　　　  30,000円（税別）

2025年9月3日（水）～5日（金）の3日間、幕張メッセ国際展示場において、

分析・科学機器専門展示会「JASIS2025」が開催されます。　
小間番号：8A-404でお待ちしております。

HLC-8321GPC/HT
 超高温GPC装置  高速イオンクロマトグラフ 高速GPC装置

HLC
® 

-8420GPC

高速GPC装置、超高温GPC装置、高速イオンクロマトグラム
 HPLC用カラム（TSKgelシリーズ）、分取精製用充塡剤（TOYOPEARL、TSKgel PWバルク）

主な
出展製品

新製品情報・最新アプリケーション・学会展示会情報を定期的に配信中！
下記アドレスより是非ご登録下さい
https://www.separations.asia.tosohbioscience.com/supjp/東ソーメールマガジン

新技術説明会を3件、実施いたします。

9月3日（水） 11:15 - 11:45 SECにおける分析条件の選択方法とポイント TKP（旧アパ）会場 No.7

TKP（旧アパ）会場 No.2

TKP（旧アパ）会場 No.2

9月4日（木） 11:45 - 12:15 燃焼イオンクロマトグラフィー（CIC）で実現する高速分析
～IC-8100の新たな活用方法のご提案～

9月5日（金） 14:45 - 15:15 オリゴ核酸の不純物分離／
解析のための種々の分析ソリューションの紹介

メールマガジン
定期購読者募集中!!

日 時 会 場テーマ（内容）

バイオサイエンス事業部

東 京 本 社 営   業   部 ☎（03）6636-3733 〒104-0028 東京都中央区八重洲2-2-1
大 阪 支 店 バイオサイエンスG ☎（06）6209-1948 〒541-0043 大阪市中央区高麗橋4-4-9
名古屋支店 バイオサイエンスG ☎（052）211-5730 〒460-0008 名古屋市中区栄 1 - 2 - 7
福 岡 支 店   ☎（092）710-6694 〒812-0011 福岡市博多区博多駅前3-8-10
仙 台 支 店   ☎（022）266-2341 〒980-0014 仙台市青葉区本町1-11-1
カスタマーサポートセンター ☎（0467）76-5384 〒252-1123 神奈川県綾瀬市早川2743-1
バイオサイエンス事業部ホ－ムペ－ジ https://www.separations.asia.tosohbioscience.com/
お問合わせE-mail ●製品全般、カタログに関するお問い合せ hlc@tosoh.co.jp
　  ●カラム、分離に関するお問い合せ tskgel@tosoh.co.jp 
　  ●装置の技術相談に関するお問い合せ csc@tosoh.co.jp

バイオサイエンス事業部
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https://www.jai.co.jp/


EGA/PYEGA/PY-EGA/PY-3030D
高分子材料分析の強力な戦力！

EGA/PYマルチショット・パイロライザー

高性能の熱分解装置と金属キャピラリーカラムの開発・製品化に専念して、洗練された製品をお届けしています

未知試料へ多面的にアプローチ

  

前処理なしで迅速に分析
  

高性能で高信頼

⚫ 室温から1050ºCまでの幅広い温度領域を任意設定
⚫ 発生ガス分析や瞬間熱分析などの組み合わせにより

⚫ あらゆる形態のポリマー試料を煩雑な前処理なしで
簡単・迅速に分析

⚫ サーモグラムとパイログラムの高い再現性を保証

未知試料を多面的に分析

www.frontier-lab.com/jp info@frontier-lab.com

製品情報

豊富な周辺装置
⚫ 目的に合わせて選べる周辺装置で分析業務をサポート

フロンティア・ラボはフロンティア・ラボはJASIS2025JASIS2025に出展します。フロンティア・ラボはフロンティア・ラボはJASIS2025JASIS2025
熱分解総合分析システムや新製品

JASIS2025JASIS2025に出展します。
熱分解総合分析システムや新製品熱分解総合分析システムや新製品熱分解総合分析システムや新製品を

に出展します。に出展します。に出展します。に出展します。
をををををご紹介
に出展します。
ご紹介ご紹介。
に出展します。に出展します。に出展します。

ご来場をお待ちしております。
20252025年年年年年9年年9月月月月月33日日日(日((水水水水水)水水))～～～5～5日日日(日((金金金金金) 10:00) 10:00) 10:00) 10:00～～～17:00 17:00 幕張メッセ国際展示場幕張メッセ国際展示場幕張メッセ国際展示場幕張メッセ国際展示場幕張メッセ国際展示場入場無料

展 示展 示 ・ 実 演

出展社セミナー

パイロライザーと各種新製品の展示、粉砕装置の実演ほか

ブース番号：ブース番号：77BBB-B-705 9月4日(木) 11:15~11:45 TKP(旧アパ)会場No.1号室
「熱分解GC/MSを用いたポリマー材料分析の基礎から応用まで」ブース番号：ブース番号：

キャピラリーGC分析における中・高沸点領域の
ピーク形状を大幅改善！ピーク形状を大幅改善！
スマートプレカラム

簡単操作でパワフル！
各種試料の粉砕・撹拌・分散に最適な各種試料の粉砕・撹拌・分散に最適な
凍結粉砕装置
各種試料の粉砕・撹拌・分散に最適な各種試料の粉砕・撹拌・分散に最適な
凍結粉砕装置
各種試料の粉砕・撹拌・分散に最適な各種試料の粉砕・撹拌・分散に最適な各種試料の粉砕・撹拌・分散に最適な
凍結粉砕装置 IQ MILL
各種試料の粉砕・撹拌・分散に最適な各種試料の粉砕・撹拌・分散に最適な

IQ MILLシリーズ

微量ポリマーの検出感度が大幅向上！微量ポリマーの検出感度が大幅向上！
スプリットレス熱分解用オプション装置スプリットレス熱分解用オプション装置
MFS
スプリットレス熱分解用オプション装置
MFSMFS-
スプリットレス熱分解用オプション装置スプリットレス熱分解用オプション装置スプリットレス熱分解用オプション装置
MFSMFS--2015E

試料水中のマイクロプラスチックを簡単に捕集！
捕集から測定までスムーズな操作を実現捕集から測定までスムーズな操作を実現
Smart 
捕集から測定までスムーズな操作を実現捕集から測定までスムーズな操作を実現
Smart 微粒子コレクター
捕集から測定までスムーズな操作を実現

  

NEW

NEW
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最新技術＆機器ガイド 〜JASIS 2025〜

https://www.muro-chem.co.jp
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最新技術＆機器ガイド 〜JASIS 2025〜

https://puric.organo.co.jp/
https://www.amena.co.jp


ケモメトリックスソフトウェア
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1　は じ め に

近年，核酸の医薬品用途としての開発が盛んに行われ
ており，国立医薬品食品衛生研究所（NIHS）のホーム
ページにて公開されている情報によれば，2025年 4月
2日時点で 22品目の核酸医薬品が日米欧のいずれかで
承認されている．そのうち 19品目が 2016年以降に承
認されていることからもわかるように，核酸医薬品の市
場は急速に拡大している．
また，2024 年 7 月には欧州医薬品庁（European 

Medicines Agency, EMA）から核酸医薬品の開発におけ
るドラフトガイダンス1）が公開されており，核酸医薬品
の原薬において設定される分析項目の典型例が記載され
ている（表 1）．
核酸医薬の品質を保証するために，分析者はこれらの
項目の分析を行い，正確な結果を出さなければならな
い．
本稿では医薬品用途の核酸分析を例に，表 1に記載
した分析項目のうち，特にカウンターイオン，水分及び
液体クロマトグラフィー（LC）による分析について，
コンタミネーション（コンタミ）やキャリーオーバーの
観点で留意すべき点について述べる．

2　核酸の構造

まず核酸の構造についておさらいする．核酸とは塩
基，糖，リン酸からなるヌクレオチドがホスホジエステ
ル結合で多数つながった構造を基本骨格とする化合物で
ある（図 1）．核酸医薬は，生体内の安定性や二本鎖形
成能の向上などを目的として，しばしば化学的修飾がな
される．実際，前項で記載した NIHSのホームページに
て公開されている 22品目の核酸医薬品には，すべて化
学的修飾がなされている．また，ナトリウム塩として開
発されることが多く，上記 22品目のうち 16品目はナ
トリウム塩である．

3　カウンターイオン分析時の留意点

カウンターイオンの分析は，イオンクロマトグラ
フィーや誘導結合プラズマ発光分析（ICP-AES又は ICP-

OES）等を用いることが多い．分析におけるコンタミは
大きく試料調製時と機器分析中の二つに分けられるが，
カウンターイオン分析の場合，特に試料調製時のコンタ
ミに注意する必要がある．
前項でも述べた通り，核酸医薬はナトリウム塩としてPoints to Note When Analyzing Oligonucleotides.

分析におけるコンタミネーション・キャリーオーバー対策入門講座

核酸分析で気をつけること
伊　藤　 俊　輔

図 1　核酸の基本構造

表 1　核酸医薬（原薬）で設定される典型的な分析項目

性状
確認試験（分子量）
確認試験（配列解析）
確認試験（保持時間）
含量
カウンターイオン
純度／類縁物質
pH

水分含量
残留溶媒
元素不純物
エンドトキシン
微生物限度試験
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開発されることが多く，ナトリウム含量を測定する機会
が多い．ガラス器具を用いて試料調製する場合は，ガラ
ス器具からのアルカリ金属イオンの溶出に注意が必要で
ある．
筆者の失敗談を一つ紹介する．以前筆者の所属する部
門でナトリウムイオンを測定した際，想定外の分析結果
が得られたことがあった．原因を調査したところ，サン
プル調製過程の一部でガラス製メスフラスコを用いてお
り，メスフラスコからナトリウムイオンが溶出していた
ことが判明した．弊社で使用していた 5 mL容ガラスメ
スフラスコからは 0.1 mg程度のナトリウムの溶出が認
められた．
ガラス器具からのアルカリ金属イオンの溶出に対し，

最も簡単で確実な対策は，ポリプロピレン等の樹脂製の
器具を使用し，ガラス製の器具を使用しないことであ
る．図 1に示したような一般的な核酸に含まれるナト
リウム含量は 5～6 wt％ である．やむを得ずガラス製器
具を使わざるを得ない場合は，分析への影響を十分に考
慮しなければならない．

4　水分測定時の留意点

一般的に核酸は溶液を凍結乾燥して固体とするが，凍
結乾燥後の核酸は環境中の湿度の影響を受けやすい．こ
のため，水分測定の際は，環境からの水分のコンタミを
防ぐことが重要である．
図 2は，ある核酸の水蒸気吸脱着等温線である．
水蒸気吸脱着等温線とは一定温度における圧力と水蒸
気の平衡吸着量をグラフ化したもので，相対湿度と水分
量の関係がわかる．注意しなければならないのは，必ず
しも測定環境の相対湿度が低ければ良いというわけでは
ないことである．例えば核酸の水分量に対し，測定環境
の相対湿度が低すぎると，水分が抜けてしまうこともあ
る．
水分測定にはカールフィッシャー水分計を用いること
が多いが，正確な水分量を量るために以下の点に注意す
るとよい．
①秤
ひょうりょう

量にかける時間をできるだけ短くする

② 秤量後，分析機器に投入するまでの時間をできるだ
け短くする
③ 予想する測定対象の水分量を考慮して測定環境の相
対湿度をコントロールする

5　液体クロマトグラフィー分析時の留意点

5・1　核酸の吸着
核酸はガラス器具や金属に吸着しやすい性質を持つ
が，核酸の純度の評価等で頻繁に使用する高速液体クロ
マトグラフ（HPLC）には多くの金属部品が使われてい
る．吸着するということは分析系に核酸が残存すること
に他ならないため，いかに吸着を抑えるかどうかがコン
タミやキャリーオーバーを抑える重要なポイントとな
る．
核酸分析で生じる吸着には大きく分けて試料調製時の
吸着と機器分析中の吸着の二つに分けられる．

5・1・1　試料調製時の吸着
一般的な分析における試料調製にはガラス製と樹脂製

（ポリプロピレン製等）の器具が使われる．樹脂製器具
では疎水性相互作用による吸着が起こり，ガラス製器具
ではイオン性相互作用と疎水性相互作用による吸着が起
こる．核酸のガラスへの吸着はイオン性相互作用による
ものと考えられている．このため，核酸の液体クロマト
グラフィー分析では樹脂製の器具を使用することが多
い．
しかし，樹脂製の器具では上述のとおり疎水性相互作
用による吸着が起こるため，脂質等の疎水性の高い化合
物を結合させた修飾核酸の分析では，樹脂製器具への吸
着の可能性も考慮しなくてはならない（図 3）．
試料調製時の器具への吸着対策として有効かつ簡便な

図 2　核酸の水蒸気吸脱着等温線 図 3　樹脂表面での吸着
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手段として共洗いがある．共洗いは器具への吸着抑制だ
けでなく器具からのコンタミも抑制することができる．
また， HPLC用のバイアル等でガラス製の器具を使用
する場合は，各メーカーから販売されているシラノール
基（─Si─OH）を不活性化処理したバイアルを用いると
良い．イオン性相互作用に寄与するシラノール基の影響
が抑えられるため，吸着防止効果が期待できる．

5・1・2　機器分析中の吸着
核酸は金属に対して非特異的に吸着することが知られ
ているが 2）．これは核酸の持つ負に帯電したリン酸基と
金属表面との相互作用によると考えられている．HPLC

分析における吸着抑制の方法を以下に述べる．
（1）バイオイナートな装置，カラムの使用
多くのカラムメーカーや装置メーカーがバイオイナー
ト（生物学的サンプルと相互作用しない）材料を用いた
製品を販売している．詳細は各メーカーのホームページ
等を確認いただくと良い．価格は通常の製品よりも高価
だが，新たにカラムや装置を購入する場合は，これらの
装置，カラムの使用が有効である．
（2）専用カラムの使用
液体クロマトグラフィー／質量分析法（LC/MS）を用
いて微量成分を検出したい場合は，核酸ごとにカラムを
専用化することも重要である．MSシグナル強度の強い
成分を分析する場合には問題にならないが，不純物の評
価の場合，分析対象物の不純物なのかカラムに吸着した
成分なのかを評価できなくなる場合がある．
（3）核酸の事前注入
吸着抑制法の一つに，装置やカラムのコンディショニ
ング時に核酸を注入する方法がある．金属表面にあらか
じめ核酸分子を吸着させておき，分析対象物の吸着を防
ぐ方法である．
図 4に事前注入を実施した場合と実施しなかった場
合のクロマトグラムを示した．
事前注入後のクロマトグラムは分析対象物のピーク高
さが高くなっており，核酸の吸着を抑制できていること
がわかる．
事前注入により吸着を抑制できるが，コンタミやキャ
リーオーバーに注意しなければならない．分析対象物と

異なる核酸を注入すると異種核酸のコンタミリスクとな
り，分析対象物と同一の核酸を注入するとキャリーオー
バーのリスクとなる．コンタミやキャリーオーバーがな
いことを確認するために，事前注入後にブランク溶液な
どを注入し，分析対象物の評価に影響するピークがない
ことを確認する必要がある．
（4）リン酸水溶液の通液
薄めたリン酸水溶液（0.1 ％ 程度）を通液することで
吸着を抑制することもできる．これは金属表面にあらか
じめリン酸分子を意図的に吸着させることで，核酸自体
の吸着を防ぐ方法である．
リン酸水溶液通液前後で同一試料を注入したときのク
ロマトグラムを図 5に示した．リン酸水溶液通液前に
比べ，通液後のピークは面積，高さともに大きくなって
おり，リン酸水溶液通液により吸着が抑制されているこ
とがわかる．

5・2　コンタミネーション
核酸の LC分析におけるコンタミはほとんど試料調製
時に起こる．試料調製時の注意点で核酸に特有な点は少
ないが， LC/MSを用いる場合は，吸着の場合と同様に
調製器具に注意を払う必要がある．
核酸は一般的に複雑な不純物プロファイルを持つた
め，HPLCカラムによる分離だけでは不純物の完全な分
離が困難であることが多い．そこで検出器に質量分析計
（MS）を用いて目的物や不純物の質量電荷比（m/z）を
測定し，含まれる成分を評価する．ガラス製や金属製の
器具を用い，正電荷を持つイオン性物質が溶出すること
により，イオン性物質が目的物に付加し，目的物とは異
なる m/zが観測されることがある．核酸自体がカウン
ターイオンを持つことから，付加イオンのシグナルをゼ
ロとすることは難しいため，付加物であるか不純物であ
るかの見極めが重要となる．
なお，不活性化処理したバイアルの使用は，金属イオ
ンの溶出対策としても有効である．

図 4　事前注入の効果（ A：事前注入あり，B：事前注入なし）

図 5　リン酸水溶液通液の効果（上：通液後，下：通液前）
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5・3　キャリーオーバー
核酸の HPLC分析では，アミン系のイオンペア試薬
と逆相カラムを用いたり，陰イオン交換カラムを用いた
りすることが多い．これは核酸が水に溶けやすく，リン
酸基部が負電荷を持つ性質を利用している（図 6）．
逆相分析では，イオンペア試薬を用いて核酸の疎水性
を高め，逆相カラムに保持させている．核酸に脂質等の
疎水性物質が結合されている場合，カラムとの疎水性相
互作用が強くなりすぎ，カラムから溶出しにくくなる．
目的物の溶出を見落とすことはないと思うが，不純物が
次のクロマトグラムに溶出することがないよう分析条件
を検討することが重要である．

また，分析系への残留が懸念される場合は，ブランク
溶液を注入し，キャリーオーバーが許容できるレベルで
あるかを確認することも重要である．

6　終わりに

核酸分析，特に核酸医薬の分析によく用いられる方法
について気を付ける点を述べてきたが，実際は一つの対
策だけでは十分でなく，複数の対策を組み合わせること
も多い．分析の目的に応じた対策をすることで，吸着や
コンタミ，キャリーオーバーの影響なく分析することが
可能となる．本稿が初めて核酸を分析する方の参考にな
れば幸いである．
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図 6　水溶液中における核酸の電荷




